
身体拘束10日めの夜、心肺停止で発
見された弟の死、日本の医療改革に

生かしてほしい 
パトリック・サベジ（Ph.D.）（オックスフォード大学） 
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概要 

•弟はどんな人だった？ 

•死亡の事実と根拠 

•これからのお願い 



どんな人だった？ 

•愛された息子・弟 

•人生を楽しんでいた明
るい人 

•バスケ、友達、子供が
大好き 

•「理想的な先生」
（ニュージーランドへ
の日本大使） 



ニュージーランドでの入院 

• ２０１２年に初めて躁状態になり５週間ほどニュージーランドで入院し
た 

• その時、数週間は閉鎖病棟で措置入院、数時間ほど隔離された 

•身体拘束は一切使われなく、自分も他人も怪我をさせなかった 

•今回も誰も怪我をさせなかった 



入院直前の弟 

2017/4/25 



大和病院で措置入院、すぐ拘束(4/30) 



１０日間 ベッドに足と腰で拘束された 
(3:10pm 4/30 - 9:25pm 5/10 [カルテ]) 

2017/5/8 

Diapers – “He will be restrained 
for a while” (Nurse)  
(「しばらく拘束されます」（看護
師） 

2017/5/16 



心肺停止 (9:25-10:15pm, 5/10) 

2017/5/16 



大和市立病院の医師から身体拘束による深
部静脈血栓症の疑いあり 



病理解剖は不確定 



日本医療安全調査の不報告は「おかしい」 

大和病院の院長の事故不報告の理由 

弁護士によるその理由の妥当性（非公式の意見） 



「適時に身体抑制を中断」は嘘 



「原因は当院での治療行為によるものとは、
当院としては考えられない」も嘘 

サベジ・パトリック：「心肺停止の原因を以前聞
いたときに、推測として何でしょうかって聞
いて、・・先生は深部静脈血栓症ではないか
と、推測として聞いたと思うんですけど。」 

指 導 医 ：「可能性がたぶんあるというふうに表
現させていただいたと思うんですけど
も。」 

2017/7/12 (大和病院でのカルテ閲覧会での録音〔許可あり〕) 

s 



「不穏が著しい」も嘘 

5/1 
5/5 5/8 



精神科の指定医：「法律が守られていなかった」 



厚生労働省への質問 

•大和病院の日本医療安全法律へのコンプリアンスについてどうしま
すか？ 

•身体拘束を続けるために不穏行動がないのに「不穏が著しい」と貼
り付けることについてどうしますか？ 

•弟の件も長時間の身体拘束の一般的な問題も「しっかりと調べて対
処していく」と厚生労働大臣が約束しましたが、その対処はいつ私た
ちに教えてくださいますか？ 



「氷山の一角」 



何人亡くなっている？ 

Presented by Medical*Online

Presented by Medical*Online

Presented by Medical*Online



他に杯血栓症による死亡確定 



他にもいっぱいいるでしょう 



これからのお願い 



１）「尊敬 vs. 安全 」にしない 

問題は「安全」 vs. 「お金」である 



２）責任を持たせる 

• 大和病院院長 
• 横浜市長 
• 厚生労働大臣 
• 総理大臣 



３）海外との比較 
日本の平均実施日数は９６日 

日本の身体拘束は国連に指摘されている 



４） 身体拘束したときは録画 
して可視化させる 

2017/5/8 2017/5/8 



署名活動（change.org) (goo.gl/CVtrTF) 

https://goo.gl/CVtrTF

